
14 - 13
10 - 19
24 - 9

Ｃ 23 - 22
M コート

 

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
4 * 0 0 0 3 0 0 3 2 4 6 0 1 0 0
5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6 * 0 4 2 9 4 5 5 3 5 8 0 2 0 0
8 * 3 12 8 13 7 9 2 1 6 7 1 1 1 1
9 * 2 5 3 10 7 7 1 3 4 7 2 0 3 0
12 0 0 1 0 2 0 0 3 0 0 0 1 0 0 0
14 0 0 3 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
32 0 0 4 1 2 0 0 4 1 5 6 1 2 2 1
35 0 0 1 0 2 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0
40 * 0 0 3 6 0 0 1 2 2 4 2 1 3 2
43 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
5 30 19 49 18 21 20 13 26 39 7 7 9 4

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
2 * 0 2 4 14 3 4 2 0 4 4 4 5 1 0
13 * 0 0 0 7 0 2 4 6 10 16 1 0 0 2
14 * 0 0 2 5 0 0 5 2 5 7 0 1 0 0
22 0 1 4 8 11 2 3 3 2 6 8 2 1 2 0
24 * 3 18 3 12 2 4 1 2 4 6 4 1 0 2
25 0 0 0 0 0 0 0 1 3 1 4 2 0 0 0
31 0 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0
32 * 0 0 3 7 1 1 2 3 3 6 1 0 1 0
53 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
5 25 20 56 8 15 18 18 33 51 14 8 4 4

RATE 20.0% 35.7% 53.3%

Team / Coach: 高木 憲章 -
合　　　計 63 200

0 - -
0 - -

0 - -
0 - -

0 - -
0 - -

太田 芳熙 7 25
湯浅 海生 0 1

山中 聲斗 0 7
土森 彬史 3 1

小栗 尚幸 21 26
藤井 和月 17 40

武田 賢章 0 29
影山 瑛登 4 31

ST BS MIN

岩﨑 秀飛 11 40

２Ｐ ＦＴ
Ｆ

REBOUND
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甲南大学

№ Ｓ 選　手　名 PTS
３Ｐ

合　　　計 71 200
RATE 16.7% 38.8% 85.7%

0 - -
Team / Coach: 天田 英彦

0 - -
0 - -

山本 涼司 0 1
0 - -

大庭 椋 0 3
大杉 飛翼 6 34

松屋 佑季 4 9
高田 竜豪 2 21

諏訪 裕亮 19 40
七田 恭輔 0 6

清水 雄太 8 30
松浦 慎哉 32 35

MIN

中寺 巧 0 20
粕谷 祐介 0 1

Ｆ
REBOUND

TO AS ST BS

記録 関西学生バスケットボール連盟

流通科学大学

№ Ｓ 選　手　名 PTS
３Ｐ ２Ｐ ＦＴ

戦評
【総括】
入替戦4日目。何としてでも白星を勝ち取り1部リーグ昇格のチャンスを掴みたい甲南大学と、昨日の大接戦を制し1部リーグ残留
の道へ一歩駒を進めた流通科学大学のカード。序盤、激しい攻防が続きなかなか得点が傾かない。第2ピリオド、甲南大#24藤井、
#22小栗の得点で流れを掴んだが、第3ピリオドでは流科大がリードを取り戻すシーソーゲームが続く。流科大は#8松浦を中心に着
実に得点を重ね、点差を広げていく。甲南大も得点を重ねるものの、流科大の勢いは止まらず、流科大が勝利。流科大が見事1部
リーグ残留、有終の美を飾った。

【第1ピリオド】
第1ピリオド、 先制点を制したのは流科大#8松浦。甲南大は#24藤井、#2岩﨑のシュートで反撃にかかる。しかし、得点を決めら
れたらやり返すシーソーゲームが続き、なかなか流れが傾かない。その後も両者激しい攻防が続き、14-13流科大リードで第1ピリオ
ドを終える。

【第2ピリオド】
第2ピリオド開始から両者素早いパス回しでゴールを狙いに行くが、激しいディフェンスに苦しみなかなか得点に繋がらない。開始
2分、甲南大#32太田のバスケットカウントが決まり流れを掴んだように思えたが、流科大は#9諏訪、#14松屋が着実に得点を重ね、
リードを譲らない。対する甲南大は#24藤井の3Pシュート、#22小栗のシュートで逆転し、6点のリードを奪う。流科大はすかさずタイ
ムアウトを要求。力強いドライブで反撃にかかるが、点差をなかなか縮めることができず、24-32甲南大リードで前半を終える。

【第3ピリオド】
後半、甲南大ボールでゲームスタート。なんとか点差を縮めたい流科大は開始2分、#8松浦、#40大杉、#32高田の連続得点で2
点まで点差を縮める。その後も#8松浦の3Pシュート、バスケットカウントで逆転し、チーム全体に勢いがつく。さらに流科大はス
ティールからの速攻で得点を重ね、4点のリードを取り戻す。甲南大はすかさずタイムアウトを要求。再び流れを掴みたい甲南大だ
が、流科大の激しいディフェンスに苦しみなかなか得点に繋がらない。勢いに乗った流科大が着実に得点を重ね、48-41流科大
リードで第3ピリオドを終える。

【第4ピリオド】
第4ピリオド、先制点を制したのは流科大#8松浦。対する甲南大は粘り強いプレーで得点を重ね、点差を縮める。両者一歩も譲ら
ない激しい攻防が続き、得点が止まったまま時間が進んでいく。しかし残り3分、流科大#9諏訪の3Pシュートが決まり、再び流科大
が流れを掴む。対する甲南大は#24藤井、#14景山のシュートで反撃にかかる。流科大は#8松浦のダンクシュートでさらに勢いづ
き、点差を広げていく。両者最後まで粘り強いプレーを見せ、甲南大#31土森のブザービートで試合終了。着実に得点を重ねた流
科大が白星を挙げた。

主審 生島 匡 副審 宮里 両 / 久田 浩嗣 戦評 西台 祐実(関西学連)

甲南大学開始時間 17:20
会　　場 神戸学院大学 
コ ー ト
試合ＮＯ 812

２０１８年度関西学生バスケットボールリーグ戦

男子 入替戦 勝チーム

71 63

敗チーム

試 合 日 2018.11.11
流通科学大学


